
食費（人件費） 105万円

家族の医療費（扶助費） 63万円

光熱水費、衣料費など（物件費など） 120万円

生計を別にしている家族への仕送り
（繰出金） 40万円

車の修理代や家の修繕費など
（維持補修費） 7万円

車の購入や家の増改築、土地の購入費
（投資的経費） 90万円

ローンの返済（公債費） 48万円

友人への援助金・貯金など
（積立金・貸付金など） 27万円

収　入　計 500万円 支　出　計 500万円

《年間の収入》 《年間の支出》

給料（市税） 275万円

パート等、家族で稼いだ収入
（使用料・手数料など） 48万円

土地や車などを購入するための借金
（市債） 63万円

　

親からの仕送り・医療費支援など
（国庫・県支出金など） 114万円

食費や医療費などの

生活費

３２８万円

１年間に家族で稼ぐ
お金の見込み

３２３万円

市が自主的に収入できる
「自主財源」の比率は、
64.5%となっておりま
す。ちなみに他の政令市
の平均値は60.0%です。

○家計に占める支出の割合を３年前と比較すると？

　 下のグラフのように食費(人件費)、医療費(扶助費)、光熱水費等(物件費など)及びローンの返済(公債
費)など家計のなかで経常的に発生し任意に節減しづらい経費の割合が増加しています。このような経常的
経費が増加してきている状況は家計が硬直化してきていることを表しています。
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『食費』(人件費) 家族の『医療費』(扶助費)

『光熱水費』、衣料費などの生活費(物件費など) 生計を別にしている家族への『仕送り』(繰出金)

車の修理代や家の『修繕費』(維持補修費) 『車の購入』や家の増改築、土地の購入など(投資的経費)

『ローンの返済』(公債費) 友人への援助金・『貯金』など(積立金･貸付金など)

修繕費 1.4

1.3

　前のページの平成１８年度一般会計歳入･歳出（性質別）予算を年間５００万円の
家計に例えた場合は次のようになります。

食  費 医 療 費 光熱水費等 仕送り ﾛｰﾝの返済 貯金車の購入等



 ○さいたま市の貯金はどれくらいあるの？
　
　　→ 約４２１億円　になります。（全会計※となると約４３８億円になります。）
　　　（平成１７年度末一般会計基金残高見込み）

 ○市民※※１人当たりに換算するとどれくらいになるの？

　　→ 約３万５千円　になります。（全会計※となると約３万７千円になります。）

　

　　（参考）
　　　政令市☆の人口１人当たりの基金残高の平均は約３万３千円です。

　　　　　 ☆静岡市、堺市を除く１３政令市　(参考資料：平成１６年度普通会計決算状況調査より)

 ○さいたま市の借金はどれくらいあるの？
　
　　→ 約３,４５４億円　になります。（全会計※となると約６,４６６億円になります。）
　　（平成１７年度末一般会計の市債残高見込み）

 ○市民※※１人当たりに換算するとどれくらいになるの？
　
 　　→ 約２９万円　になります。
　

　　　　　　（ちなみに全会計※となると　約５４万円　になります。）

　
　　　（参考）
　　　　 政令市☆の人口１人当たりの市債残高の平均は約８０万円です。

　　　　　　☆静岡市、堺市を除く１３政令市　(参考資料：平成１６年度普通会計決算状況調査より)

○どうして借金をするの？

　公共施設などは、将来にわたり長期間使われるものです。そこで世代間で負担を平準化するため
にその建設費等の資金を調達するのに長期にわたって返済する市債を活用しています。

　　（例）学校建設、公民館・消防署の整備、駅舎改修、道路・公園・河川整備事業ほか

  さいたま市の貯金・借金

（注）※全会計とは、一般会計・特別会計(国民健康保険事業ほか)・企業会計(水道事業ほか)を合わせた
　　　　さいたま市全事業の合計
　　　※※平成１８年１月１日現在の住民基本台帳人口　１,１８７,２２５人で計算


